
研究計画の公示  

“医学生が過去に経験した医師との関わりが、現在のコミュニケーションスキル(CS)学習に

対する態度へ及ぼす影響の検討”の研究のデータ使用について  

対象： 2025年度医学科 4年生  

 

（１）研究の概要について  

研究題名： 医学生が過去に経験した医師との関わりが、現在のコミュニケーションスキル

(CS)学習に対する態度へ及ぼす影響の検討 

 今回の研究は、2025年 5月 19日から 23日の間に実施された公衆衛生学実習で取得したデ

ータを使用して、 医学生が過去に経験した医師との関わりが、現在のコミュニケーションス

キル(CS)学習に対する態度へ及ぼす影響を研究します。 

 研究期間：指針対象外倫理審査委員会承認後から 2027年 3月 31日  

 実施責任者：   

  東京科学大学 大学院医歯学総合研究科 公衆衛生学分野 寺田 周平  

  〒113-8519 東京都文京区湯島 1-5-45   

  電話：03-5803-4081 

 

（２）研究の意義・目的について  

  今回の研究では、通常の授業の一環で得られた既存の日本語版 Communication Skills 

Attitude Scale（CSAS-J）を用いて、医学生の過去の医師とのコミュニケーション経験が、

コミュニケーションスキル学習に対する否定的態度である「学習に対する懐疑的態度」と「CS

の重要性の過小評価」に及ぼす影響を明らかにすることを目的とします。過去の医師とのコ

ミュニケーション経験、デモグラフィックデータに関する回答情報を用いて、過去の医師と

のコミュニケーション経験と CSAS-Jの関連を単変量・多変量解析により解析します。 

 

（３）研究の方法について  

今回の研究では、通常の授業の一環で得られた既存の日本語版 Communication Skills 

Attitude Scale（CSAS-J）、過去の医師とのコミュニケーション経験、デモグラフィックデー

タに関する回答情報を用いて、過去の医師とのコミュニケーション経験と CSAS-J の関連を

単変量・多変量解析により解析します。 

調査並びに研究の時期：2025年 5月から 2027年 3月  

評価に用いる情報の項目・種類や量： 

･日本の医学生のコミュニケーションに関する態度を測る指標である CSAS-J は 15 項目から

構成されており、すべての選択肢に 1（全くそう思わない）から 5（とてもそう思う)までの

リッカート尺度が用いられています。このスケールは 4 つの要素から成り立っており、それ

らは「学習動機」と関連した 4項目と「臨床的有用性」と関連した 4項目、「学習に対する懐



疑的態度」と関連した 5 項目、「CS の重要性の過小評価」と関連した 2 項目です。今回の研

究では、CSAS-Jにおいて特有的にみられた「学習に対する懐疑的態度」と「CSの重要性の過

小評価」の 2つの要素のみを使用します。 

 

・医師とのコミュニケーション経験に関する質問項目は、日本の医学教育モデル・コア・カ

リキュラムにおいて、コミュニケーション能力の学修目標とされている 3要素を基に作成さ

れました。この 3 要素のいずれかの特徴を満たす医師に出会った経験を「医師とのコミュニ

ケーションに関するポジティブな経験」と定義し、この 3 要素のいずれかの特徴を満たさな

い医師に出会った経験を「医師とのコミュニケーションに関するネガティブな経験」と定義

しました。 

 

・デモグラフィックデータに関する質問項目は、性別、年齢、性格（神経症傾向）、精神疾患

リスク、家族内の医師の有無を用いました。 

 

（４）試料等の保管と、他の研究への利用について  

 研究期間中に使用する回答結果は、パソコンにおいて Microsoft社の提供する OneDrive内

に保管します。また、今回収集したデータは今後入手するデータとの比較検討を行う可能性

があるため、実施責任者である寺田の管理のもとに 10年間保存いたします。 

 

 （５）予測される結果（利益・不利益）について  

＜予想される利益＞ 

研究に参加することであなたに直接の利益は特にありません。 

ただし、日本の医療系教育において、コミュニケーションスキル学習の計画・評価の促進に

将来役立つ可能性があります。 

 

＜不利益＞ 

研究に参加することであなたに直接の不利益は特にありません。 

 

 （６）個人情報の保護について 

  個人情報保護の観点から、今回提示していただく情報については一切、大学研究室内で管

理し、教育並びに研究目的以外での使用は致しません。  

 

（７）研究成果の公表について 

 この研究の結果は研究雑誌などに発表されることがありますが、その際にあなたの名前な

どが明らかになることはありません。 

 



（８）費用について 

  研究に必要な費用は全て、実施者（大学）で負担し、協力者の費用負担はありません。 ま

た、研究参加への謝礼等もありません。 

 

 （９）問い合わせ等の連絡先：  

東京科学大学 大学院医歯学総合研究科 公衆衛生学分野 寺田 周平 

 〒113-8519 東京都文京区湯島 1-5-45   

 電話: 03-5803-4081 

E-mail: terada.hlth@tmd.ac.jp 
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